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【目的】低速モビリティで対応可能な
小規模な移動需要を推計するツールの
開発に向けた取り組みを紹介

背景・目的

低速モビリティ導入時の移動需要推計ツール

●まとめ
低速モビリティで対応可能な小規模な移動需要を推計
するツールの開発に向けた取り組みを紹介した。
以下の３つのテーマに取り組み中。
① 目的地へ徒歩でのアクセス性評価ツール
② 交通手段へのアクセス性の評価ツール
③ 低速モビリティ導入時の利用者数推計ツール

まとめ

日常生活で必要な移動先に徒歩でア
クセスしにくい人が、
どこから?どこに?
どのくらいの距離?
どのくらいの人数?

いるか?

人口分布施設位置
情報

目的地への徒歩アクセス性の評価ツール
出発地:移動しにくい目的地が同一のエリア区分
目的地:複数の目的を達成できる目的地群の作成

徒歩許容
距離

徒歩移動困難
なODペア

鉄道駅・バス停の
位置情報

交通手段へのアクセス性の評価ツール
電車・バス:駅、バス停圏外居住者
自動車 :未成年、免許返納高齢者

潜在的なOD需要［人］

日常の移動に困っている人に対して
、グリンスローモビリティで対応可
能なエリア・人数は日本にどの程度
存在するか?

低速モビリティを導入した場合
の利用者数の予測［人・Trip］

低速モビリティ
利用者数推計ツール

徒歩で目的地に移動できない人の内、
電車・バス（駅・バス停圏外居住者）
自家用車 （未成年、免許返納高齢者）

での移動に困っている人は、
どこにどのくらいいるか?

導入が現実的な
サービス水準

低速モビリティに
適した地理条件

徒歩でアクセス困難な出発地と
目的地のペア（OD）を可視化

●移動困難者の問題

低速モビリティ
（グリーンスローモビリティ）

●少ない移動需要の詳細な把握が必要
（低速モビリティは⾧距離の移動に向かないため）

●少ない移動需要に対応した
低速モビリティの活用が着目

安価（乗用車程度）
安全（低速20km/h以下）
運用の柔軟性（小型）

メリット

デメリット 航続距離（電動）
遅い（低速）

●今後の課題
移動需要 移動手段供給

・需要推計ツール
・徒歩アクセス性
・交通手段へのアクセス性
・利用者数推計

・交通量推計ツール
→低速可能路線の明示
・貨客混載可能エリア評価ツール
→人と物の移動の効率化

低速モビリティを含む新たなモビリティの導入支援ツール

公共交通の経営悪化

自動車依存度上昇 免許返納

住民の高齢化

移動困難者の発生

利用者数減少サービス
水準低下

移動需要の規模と
移動供給量のミスマッチ

出発地

スーパー

銀行

病院

どこから? どこへ?
どんな目的?

どのくらいの距離?

どのくらいの人口が?
の移動に困っている?

目的地

人口あたりの低速モビ
リティ利用者数の分布

Step１ 目的地への徒歩アクセス性の評価ツールの開発

Step2 交通手段へのアクセス性の評価ツールの開発

Step3 低速モビリティ利用者数推計ツールの開発

●方法 ●結果の一例

●方法 ●結果の一例

●方法 ●分析の仮説

アクセス困難な目的地の
種類を評価

電車・バス・車での移動が難しい人口分布の可視化

●答えたい問い

●答えたい問い

●答えたい問い

根本原因

運転困難
人口分布

徒歩移動困難なODペア

潜在的なOD需要・サービス水準・利用者数の関係の仮説
（グリーンスローモビリティ実証実験の事後評価により検証予定）

潜在的な
OD需要

車両サイズ

導入台数 運行頻度

コスト

利用者
便益
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